
あっという間に目の前を通過！ 

もっとよい写真が撮りたかったのですが… 
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堀本選手快走！「美し国三重市町対抗駅伝大会」 

２月１９日(日)、２年生の堀本瑠菜さんが第３区の

選手として 3.83㎞を区間５位（全 29人）の頑張り

で走りきりました。 

 号砲は 8:45。県庁前を小学生女子がスタートしま

した。何とか沿道で声援をと思い、第３区の中間地

点辺りで堀本さんを待ちました。トップでやってき

たのは松阪の選手。その後少しして２位で堀本さん

が走ってくる姿が見えました。思わず「瑠菜～！頑

張れ！」と叫んでいました。間近で自分の学校の生

徒を応援できることはとても幸せだと思いました。

一生懸命前に進もうとする姿や息づかいに感動しま

した。本当によく頑張りました！ 

 10区間をつないだ各選手の力走で、伊勢市は総合

４位でした。粘り強さを見せつけてくれました。前

半の小中学生の活躍は見事でした★ 

令和５年２月２７日(月) 伊勢市立伊勢宮川中学校だより 

未来につなげる！ 
サッカーの授業 
楽しそうです（３年生） 

２年生「進路説明会･修学旅行説明会」 

２月１７日(金)定期テスト⑤が終わった午後
から説明会を開催しました。この機会も昨年度は
もつことができませんでした。来校いただく保護
者の皆様の協力を得て、学校行事を少しずつです

がコロナ禍の前の状態に戻しつつあります。 

２年生のみんなが本校に入学して早くも２年

になろうとしています。改めてあっという間だっ
たと感じていると思います。ずっと伝えてきた
「着地点」を描いて「やるべきことを やるべき
ときに」を実行している仲間が増えてきているの
を感じます。間もなく最高学年。自分の進路を選
び取るときまで、もう１年を切っています。 
でも、焦ることはありません。「決めたことを
さぼらずに続けること」これを実行した人には

「思い描いた未来」がきちんと訪れます。 
気持ちを強くもって頑張ろう！ 

＜ご連絡＞ 現２年生の修学旅行は、令和５年４月２５日
(火)～２７日(木)の３日間（関東方面）で実施させていた
だく予定です。説明会の後半で概要をお伝えしました。 
参加いただいた保護者の皆様、お忙しい中ありがとうご

ざいました。 



 

 

【保護者の皆様へ】第６回卒業証書授与式について 

３月７日(火)に卒業証書授与式の開催に際して、主にマスクの着脱について 

市教委からの文書を配付させていただいたところです。 

職員で話し合い、卒業生については歌唱の場面では全員マスクを着けることとし、その他

の場面ではマスクの着脱を本人の意思に任せることとしたいと考えます。卒業式の２日後の

３月９日(木)に県立高校の後期選抜入試をひかえていることから、心配されているご家庭も

おありかと思います。保護者の皆様には式の間のマスクの着用についてご理解をいただきま

すようお願いいたします。職員については場面に応じて着脱させていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

卒業をひかえて…「薬物乱用防止教室」 

２月２０日(月)に学校薬剤師の長島さんを講師に

お迎えして「薬物乱用防止教室」を開催しました。 

この取組は毎年度、３年生を対象に行っています。

卒業後、それぞれの選んだ進路先に旅立つ生徒たちに

とって新たな出会いが楽しみな時期です。 

その一方で、世界が広がる中で予期せぬ誘惑がある

かもしれません。薬物乱用の危険性もその一つです。 

長島さんから、「１回くらいいいだろうという甘い

考えが薬物の乱用につながり、一生をだめにすること

になる。」ということを熱く教えていただきました。 

誘われたときに、「危険を察
さ っ

知
ち

する判断力」と「き

っぱりと断る勇気」が肝
か ん

心
じ ん

です。薬物乱用は「ダメ。

ゼッタイ。」しっかりと心に刻
き ざ

んでほしいです。 

２年生集中人権学習 
「相手を知ること」・「自分を見つめ直すこと」の大切さ 

●２年生では、１２月末の学年人権フォーラムを出発
点として、１月・２月と集中的に人権学習を進めてき

ました。２月１０日(金)には、その最終段階の授業が
２年２組（授業者：信田先生）で公開されました。 
この日は、校区４小学校の先生方にも授業を参観し
ていただきました。今年度もコロナ禍の中でなかなか
来校いただくことができませんでしたが、ようやくこ
の機会となりました。信田先生が高校生の時に経験し
た出来事を題材として授業が進められました。 
２組の子どもたちは「どうして Aさんは Bさんに自

分の悩みを打ち明けたのだろう。」・「どんな人になら
悩みを打ち明けられるのだろう。」・「自分自身は友だ
ちから悩みを打ち明けられる存在になっているのだ

ろうか」などの発問に対する自分の考えを iPad に書
き込み共有しました。終始真剣な表情でした。 

●放課後には参観した先生たちで研修会を行いまし
た。「よかったこと」や「質問」、「さらにこうすると
よかった」という意見などをグループで整理し、交流
し合う貴重な時間になりました。 

 


